
 

 

 

  

 

「笑顔の言葉！」「苦手にチャレンジ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

関口二郎技能員は、大平西小に８年半の勤務し、多 くの子供たちと一緒に過ご 

してきましたが、８月 ３ １日をもって退職となりました。夏休み中でしたので、子供たち  

にお別れのあいさつができなかったことが心残りですが、児童 、保護者 、地域の皆様に

は大変お世話になりました、とのことでした。新規技能員については、着任しましたらお伝えいたします。  
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長い夏休みが終わり、２学期がスタートしました。始業式での子供たちの表情は、夏休みな

らではの体験を通して、ひとまわり大きく成長したように感じられました。夏休み中 、事故や事

件に遭うことなく、元気に始業式を迎えることができましたこと、ご家庭、地域でのご支援ご協

力に感謝いたします。  

さて、始業式では、子供たちに次のことを話しました。  

「友達が笑顔になる言葉を使おう」  

  夏休み中、栃木市主催の「あったか栃木いじめ防止こどもフォー  

ラム」に、本校代表として参加した２名の児童が「帰りの会で、友達  

からよいところを言ってもらえてうれしかった。だから友達のよいところ  

を伝え合うことが、いじめをなくすことにつながると思う。」 と、自分の経  

験をもとに、堂々と意見を述べました。言葉の力で、いじめを減らし、頑張っていることを見つけ

て「いいね」「がんばっているね」と、笑顔につながるような言葉かけをしてほしいと思います。  

「苦手なことにもチャレンジしよう」  

「 こんな自分になりたい」と目標をしっかりもつこと、そのために身近な友達をお手本にして

みるのも良い方法の一つです。やさしい人になりたかったらやさしい友達、サッカーがうまくなり

たかったらサッカーが上手な友達を見習うなどして、苦手だからと言ってあきらめるのではな

く、自分なりの目標を決めて、逃げずにチャレンジしましょう。  

 

２学期は、運動会や校外学習等の様々な活動が予定されています。２学期も仲間と笑顔で

楽しい思い出をたくさん作り、１学期より素敵な自分になれるように支援していきたいと思いま

す。  

 ２学期も、ご家庭、地域の皆様の変わらぬご支援ご協力をよろしくお願いいたします。  
 ２学期に頑張りたいことは三つあります。一つ目は算数の学習です。分  

からないことは自主学習でふく習したり、しつ問したりしながら進めてい  

きたいです。二つ目は、運動です。持久走記録会に向けて練習を重ね、  

最後まで力強く走る体力をつけたいです。三つ目は、あいさつと発表で  

す。相手に聞こえる声で自分からあいさつしたり、自信がなくても勇気  

を出して意見を発表したりしたいです。   

２学期始業式児童作文より（要約） 

代 表 ６ 年 井 原 朱 香 さん

・ 斉 藤 結 真 さん  

代 表 ４ 年 工 藤 羽 夏 さん  

関口二郎主任技能員が退職  
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 夏休み明け、校庭の雑草がかなり伸びているのに気付いた子供たちが、昼休み、自主的に除

草をしてくれました。放課後には、学校に遊びに来た６年生たちが、遊ばずに何時間も草取りを

してくれました。  

 また、始業式の朝、泣いている１年生を見た６年生が、上手に誘って  

教室に連れていったり、登校班で行き渋っている下級生を、上級生が  

励ましながら連れ添ったりしていたことを、ご覧になった保護者の方か  

ら教えていただきました。みんなを笑顔にする行動を自らとれる西小の  

子供たちを誇りに思います。また、児童のよさを見取って、教えてくださ  

った保護者の方々にも感謝いたします。  

みんなを笑顔にする行動  

大平西小と西小地域のすてき発見！  

 児童が学校や地域に愛着や誇りをもつためには、まず教員が大平を知り、よさを理解すること

からと、夏休みの教員研修で「ふるさと学習研修会」を行いました。講師に和久井紀明先生、

わいわいテラスの皆様をお招きし、話を伺ったり、現地視察を行ったりしました。２学期以降の

学習に取り入れていきたいと思います。いくつかご紹介いたします。  

富田城跡に西小  

室町時代に建立さ

れ江戸時代初期に

は廃城になったと言

われています。現在

も堀跡の一部が残

っていて、校門横に

説明板が設置され

ています。  

校庭から板碑出土  

明 応 年 間 紀 銘 の

板 碑 （ 塔 婆 のよう

なもの） が校 舎 新

築時に発掘 されま

した 。本 校 で保 管

し 、家 庭 科 室 前 に

展示しました。  

日本一の舟形木棺  

七 廻 り 鏡 塚 古 墳

（富七 ） から出土 し

たもので、木棺として

は日本一の大きさで

す 。 大 平 歴 史 民 俗

資 料 館 に展 示 され

ています。  

  赤堂の掛け軸  

富田の宗光寺で毎

年８月 １ ６日に公開

されています。1505

年頃のものから何度

か焼 失 しながらも 、

再 現 さ れ て大 切 に

保存されています。  

 

9 月 4 日（金） 、今年も、アコーディオン奏者のアライタケ  

ヒトさんが、西小の子供たちのためにコンサートを行ってくだ  

さいました。アコーディオンの歴史や構造を説明したり、一緒  

に歌ったりと、短い時間でしたが楽しい時間を過ごすことが  

できました。また、読み聞かせに来てくださっているマスクマン  

や元支援員の先生も演奏に参加してくださり、さらに素敵な  

ハーモニーを奏でてくださいました。  

♪けやきの木の下コンサート♪  


